


















































Junko Nagami, Noriko SueyoShi : The Experiences of Mothers
Who Raise Children with Severe Motor and Intellectual Disabilities at Home







































































































　研究協力の同意が得られた母親は 2 名で，30 歳
代と 40 歳代，専業主婦であった．家族構成は，と
もに夫と子供 3 人の 5 人家族であった．児はそれぞ
れ学童期であり，2 名とも幼児期に後天性脳障害と
なったため，人工呼吸器を使用していた．超重症児
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